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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
東
方
堕
翼
記

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
９
９
７
Ｎ

【
作
者
名
】

　
キ
ラ
ー

【
あ
ら
す
じ
】

　
「
と
あ
る
魔
術
の
禁
書
目
録
」
の
一
方
通
行
に
憑
依
し
た
青
年
は
上
条
当
麻

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

と
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
昼
メ
シ
を
奢
り
、
路
地
か
ら
自
分
の
寮
に
戻
ろ
う
と
す
る

と
、
ノ
イ
ズ
が
走
っ
た
。
瞬
間
、
そ
こ
は
人
間
と
妖
怪
が
共
存
す
る
世
界
「
幻

想
郷
」
だ
っ
た
。
幻
想
郷
と
一
方
通
行
が
交
差
す
る
と
き
、
幻
想
は
動
き
出
す
。

オ
カ
ル
ト

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

も
の
が
た
り
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第
０
章
　
幻
想
（
も
の
が
た
り
）
の
始
ま
り
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｙ
＿
Ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
（
前
書
き
）

初
め
ま
し
て
の
人
は
初
め
ま
し
て
。
知
っ
て
る
方
は
お
久
し
ぶ
り
で
す
。

こ
の
小
説
は
と
あ
る
魔
術
の
禁
書
目
録
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
一
方
通
行
」
に
憑

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

依
し
た
青
年
が
幻
想
入
り
す
る
物
語
で
す
。

ち
な
み
に
作
者
は
東
方
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
の
ゲ
ー
ム
は
友
人
の
を
借
り
て
数
回

や
っ
た
程
度
で
す
。
あ
と
は
、
こ
こ
の
東
方
二
次
創
作
を
読
ん
で
い
る
く
ら
い

な
の
で
、
原
作
知
識
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

と
あ
る
魔
術
の
禁
書
目
録
の
方
は
、
小
説
も
Ｓ
Ｓ
を
含
め
て
、
全
館
持
っ
て
い

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

ま
す
し
（
マ
ン
ガ
は
読
ん
で
ま
せ
ん
）
、
ア
ニ
メ
も
見
て
い
ま
す
。

至
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
感
想
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
東
方
堕
翼
記
、
始
ま
り
ま
す
。
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第
０
章
　
幻
想
（
も
の
が
た
り
）
の
始
ま
り
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｙ
＿
Ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ

　
突
然
だ
が
、
オ
レ
は
普
通
の
人
間
じ
ゃ
ね
ェ
。

　
理
由
？
　
ン
な
モ
ン
キ
マ
っ
て
ン
だ
ろ
ォ
が
。

　
オ
レ
は
、
「
と
あ
る
魔
術
の
禁
書
目
録
」
の
暗
部
偏
の
主
人
公
（
確
か
）
、

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

一
方
通
行
に
憑
依
し
た
か
ら
だ
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
も
ォ
、
右
方
の
フ
ィ
ア
ン
マ
と
の
戦
い
と
第
３
次
世
界
大
戦
は
終
わ
り
、
今

は
平
和
な
日
常
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

　
ン
で
ェ
、
今
オ
レ
は
都
市
伝
説
に
も
な
っ
て
や
が
る
能
力
「
幻
想
殺
し
」
を

イ
マ
ジ
ン
ブ
レ
イ
カ
ー

有
す
る
我
が
親
友
こ
と
上
条
当
麻
と
当
麻
の
部
屋
の
居
候
で
１
０
万
３
０
０
０

か
み
じ
ょ
う
と
う
ま

冊
の
魔
道
書
を
完
璧
に
記
憶
し
て
い
る
大
食
い
シ
ス
タ
ー
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
昼

メ
シ
を
奢
っ
て
い
た
。

　
あ
ン
？
　
原
作
と
は
違
う
？
　
一
方
通
行
は
当
麻
の
親
友
じ
ゃ
ァ
ね
ェ
？
　

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ン
な
の
知
っ
て
ら
ァ
。
と
り
あ
え
ざ
ァ
ざ
っ
と
説
明
す
ン
と
、
原
作
開
始
前
に

当
麻
が
不
良
に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
て
、
当
麻
た
ァ
知
ら
ず
に
助
け
て
や
っ
て
、

そ
っ
か
ら
コ
イ
ツ
と
の
腐
れ
縁
が
始
ま
っ
た
っ
て
ェ
ワ
ケ
な
ン
だ
。
余
談
だ
が
、

そ
ン
と
き
に
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
兼
当
麻
の
隣
人
兼
陰
陽
師
兼
多
重
ス
パ
イ

の
土
御
門
元
春
と
も
仲
良
く
な
っ
た
ン
だ
よ
な
ァ
…
…
。

つ
ち
み
か
ど

も
と
は
る

　
ち
な
み
に
、
な
ぜ
当
麻
と
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
昼
メ
シ
を
奢
っ
て
る
と
い
う
と
、

１
時
間
ほ
ど
前
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
て
、
３
０
分
前
に
「
冥
土
返
し
」

ヘ
ヴ
ン
キ
ャ
ン
セ
ラ
ー

こ
と
カ
エ
ル
医
者
に
チ
ョ
ー
カ
ー
型
電
極
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
補
充
さ
せ
て
も
ら

デ
バ
イ
ス

い
、
適
当
に
ど
っ
か
で
昼
メ
シ
で
も
食
っ
と
く
か
ァ
と
思
っ
た
矢
先
に
無
駄
に

高
ェ
参
考
書
を
買
っ
て
金
欠
の
当
麻
と
腹
ペ
コ
と
な
っ
た
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
見

た
けつ

か
っ
ち
ま
っ
て
ェ
、
奢
ら
さ
れ
て
る
っ
て
ェ
ワ
ケ
だ
。

「
一
方
通
行
、
マ
ジ
で
助
か
っ
た
よ
。
金
は
絶
対
に
返
す
ぞ
」

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

「
あ
ァ
。
別
に
い
つ
で
も
イ
イ
か
ン
な
。
し
っ
か
し
、
参
考
書
買
っ
て
ェ
、
オ
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マ
エ
が
金
欠
に
な
っ
た
っ
て
ェ
の
、
前
に
も
あ
っ
た
よ
な
ァ
」

「
…
…
…
仰
る
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
」

「
ね
ー
ね
ー
あ
く
せ
ら
れ
ー
た
、
コ
レ
頼
み
た
い
ん
だ
け
ど
い
い
？
」

「
っ
て
ェ
、
ま
だ
食
う
気
か
ァ
？
　
腹
ペ
コ
シ
ス
タ
ー
…
…
。
い
く
ら
何
で
も

も
ォ
そ
ろ
そ
ろ
頼
む
の
や
め
ろ
。
当
麻
よ
り
金
は
持
っ
て
ン
け
ど
よ
ォ
、
こ
れ

以
上
頼
ま
れ
っ
と
ォ
、
流
石
の
オ
レ
で
も
財
布
が
薄
く
な
っ
ち
ま
う
っ
て
ェ
の
」

　
と
ま
ァ
、
こ
ン
な
や
り
取
り
の
後
、
当
麻
と
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
た
ァ
分
か
れ
て
、

家
に
溜
め
込
ン
で
る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
と
っ
と
と
読
み
て
ェ
が
た
め
に
路
地
の

方
に
入
る
。

　
…
…
や
っ
ぱ
ァ
、
杖
が
あ
ン
と
路
地
じ
ゃ
ァ
歩
き
に
く
い
ぜ
…
…
。

　
瞬
間
、
雑
音
が
走
っ
た
。

ノ
イ
ズ

　
ど
ォ
な
っ
て
ン
だ
？
　
…
…
チ
ョ
ー
カ
ー
じ
ゃ
ァ
ね
ェ
な
。
携
帯
電
話
で
も
、

ゲ
ー
ム
で
も
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
も
ね
ェ
。
チ
ッ
…
…
面
倒
臭
せ
ェ
事
に
で

も
ま
ァ
た
巻
き
込
ま
れ
ち
ま
っ
た
か
ァ
？

　
オ
レ
の
予
想
は
当
た
っ
て
い
た
。
何
故
な
ら
、
路
地
に
い
た
は
ず
の
オ
レ
が

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・

明
治
時
代
よ
り
少
し
く
れ
ェ
前
の
山
ン
中
の
人
里
に
い
る
か
ら
だ
。

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

　
―
―
―
―
幻
想
郷
と
一
方
通
行
が
交
差
す
る
と
き
、
幻
想
は
動
き
出
す
。

オ
カ
ル
ト

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

も
の
が
た
り
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主
人
公
設
定

　
名
前
…
一
方
通
行
。
憑
依
前
は
片
柳
啓
介
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

か
た
や
な
ぎけ
い
す
け

　
年
齢
…
１
６
歳
。
憑
依
前
は
１
９
歳
。

　
性
別
…
憑
依
前
も
憑
依
後
も
男
性
。

　
髪
型
…
シ
ョ
ー
ト
シ
ャ
ギ
ー
。
最
近
は
髪
が
伸
び
て
き
て
い
る
。

　
髪
色
…
白
。

　
瞳
の
虹
彩
…
赤
。

　
職
業
…
長
点
上
機
学
園
生
徒
（
書
類
上
）
、
学
園
統
括
理
事
会
直
属
の
暗
部

組
織
「
グ
ル
ー
プ
」
の
構
成
員
。

　
趣
味
…
Ｐ
Ｃ
ゲ
ー
ム
（
エ
ロ
ゲ
で
は
な
い
）
、
読
書
（
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
限
定
）

な
ど
。

　
特
徴
…
白
い
髪
と
肌
、
赤
い
瞳
、
卜
字
ト
ン
フ
ァ
ー
型
の
現
代
風
の
杖
、
首

の
チ
ョ
ー
カ
ー
型
電
極
。

デ
バ
イ
ス

　
所
持
品
（
幻
想
郷
到
着
直
後
）
…
チ
ョ
ー
カ
ー
型
電
極
、
卜
字
ト
ン
フ
ァ
ー

デ
バ
イ
ス

型
の
現
代
風
の
杖
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
一
式
、
ゲ
ー
ム
、
携
帯
電
話
、
イ
ヤ
ホ

ン
、
お
茶
、
拳
銃
、
マ
ガ
ジ
ン
×
２

　
能
力
…
能
力
名
は
一
方
通
行
。
体
表
面
に
触
れ
た
あ
ら
ゆ
る
『
向
き
』
を
操

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ベ
ク
ト
ル

作
、
も
し
く
は
変
換
す
る
能
力
。
デ
フ
ォ
ル
ト
で
は
反
射
と
な
っ
て
い
る
。
幻

想
郷
で
の
能
力
表
記
は
「
あ
ら
ゆ
る
『
向
き
』
を
操
作
、
変
換
す
る
程
度
の
能

ベ
ク
ト
ル

力
」
。
デ
フ
ォ
ル
ト
は
「
重
力
や
酸
素
な
ど
生
き
る
の
に
必
要
な
力
を
除
く
体

表
面
に
触
れ
た
も
の
を
反
射
す
る
程
度
の
能
力
」
。
実
際
は
反
射
で
は
な
く
ベ

ク
ト
ル
の
反
転
。

　
　
　
　
Ａ
Ｉ
Ｍ
拡
散
力
場
の
ベ
ク
ト
ル
を
操
る
こ
と
で
噴
射
状
の
黒
い
翼
を

発
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
能
力
名
は
不
明
。

　
使
用
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
…
現
在
８
枚
使
用
確
認
。

　
術
符
「
求
め
る
は
焼
原
＞
＞
＞
・
紅
蓮
」
：
使
用
者
の
前
方
に
魔
法
陣
を
構

く
れ
な
い

築
し
、
構
築
さ
れ
た
魔
法
陣
の
中
心
か
ら
炎
の
弾
幕
が
放
つ
。

　
術
符
「
求
め
る
は
雷
鳴
＞
＞
＞
・
稲
光
」
：
使
用
者
の
前
方
に
魔
法
陣
を
構

い
づ
ち
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築
し
、
構
築
さ
れ
た
魔
法
陣
の
中
心
か
ら
雷
の
弾
幕
を
放
つ
。

　
術
符
「
我
・
契
約
文
を
捧
げ
・
天
空
を
踊
る
光
の
魔
獣
を
放
つ
」
：
空
間
に

光
の
文
字
を
刻
み
、
使
用
者
の
上
部
か
ら
不
定
形
な
犬
の
よ
う
な
獣
を
放
つ
。

弾
幕
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
ア
リ
。

　
術
符
「
炎
の
女
神
が
、
我
ら
に
力
を
貸
し
‐
フ
レ
イ
ヤ
・
バ
ー
ス
ト
」
：
印

を
切
る
こ
と
で
空
間
を
凝
縮
し
、
強
烈
な
炎
の
砲
撃
を
放
つ
。
弾
幕
バ
ー
ジ
ョ

ン
も
ア
リ
。

　
捕
縛
「
光
の
王
が
無
数
の
時
を
編
み
‐
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
サ
ー
」
：
印
を
切

る
こ
と
で
光
で
編
ま
れ
た
網
を
生
み
出
し
、
対
象
を
捕
縛
す
る
。

　
術
符
「
求
め
る
は
光
陣
＞
＞
＞
・
縛
呪
」
：
使
用
者
の
前
方
に
魔
法
陣
を
構

ば
く
じ
ゅ

築
し
、
構
築
さ
れ
た
魔
法
陣
か
ら
伸
縮
作
用
の
あ
る
光
の
縄
を
生
み
出
す
。

　
疾
速
「
我
・
契
約
文
を
捧
げ
・
大
地
に
眠
る
悪
意
の
精
獣
を
宿
す
」
：
空
間

に
光
の
文
字
を
刻
み
、
脳
の
リ
ミ
ッ
タ
ー
を
無
理
矢
理
外
す
こ
と
で
身
体
能
力

を
引
き
上
げ
る
。
効
果
が
持
続
し
て
い
る
際
は
、
体
が
白
く
き
ら
め
く
。

　
飛
翔
「
我
・
契
約
文
を
捧
げ
・
空
を
舞
う
漆
黒
の
鳥
獣
を
宿
す
」
：
空
間
に

光
の
文
字
を
刻
み
、
使
用
者
を
浮
遊
状
態
に
す
る
。
浮
遊
だ
け
で
は
な
く
飛
ぶ

こ
と
も
も
可
能
。
効
果
が
持
続
し
て
い
る
際
は
、
体
が
黒
く
き
ら
め
く
。
「
伝

説
の
勇
者
の
伝
説
」
に
は
な
い
作
者
が
考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
魔
法
（
本
作
で

は
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
）
。

　
備
考
…
現
実
世
界
か
ら
と
あ
る
魔
術
の
禁
書
目
録
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
一
方

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

ラ
レ
ー
タ

ア
ク
セ

通
行
」
に
憑
依
し
た
青
年
。
と
あ
る
魔
術
の
禁
書
目
録
の
原
作
知
識
あ
ま
り
無

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

い
た
め
、
原
作
開
始
前
に
上
条
当
麻
や
土
御
門
元
春
と
仲
良
く
な
っ
た
り
、
原

作
１
巻
に
介
入
し
て
当
麻
の
記
憶
破
壊
を
防
い
だ
り
し
た
（
そ
の
あ
と
、
「
竜

ラ
ゴ
ン
ブ
レ
ス

ド

王
の
吐
息
」
の
ベ
ク
ト
ル
を
変
換
し
た
が
、
思
う
よ
う
に
行
か
な
か
っ
た
た
め
、

当
麻
の
体
に
余
波
の
ダ
メ
ー
ジ
が
当
た
っ
た
た
め
、
当
麻
は
入
院
）
。
そ
の
後

は
自
覚
無
し
で
原
作
ブ
レ
イ
ク
を
し
た
。
憑
依
前
は
有
名
な
大
学
に
入
学
し
、

ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
留
学
す
る
話
も
あ
っ
た
。
勉
強
は
得
意
で
運

動
は
苦
手
。
演
算
能
力
も
高
度
な
も
の
で
一
方
通
行
（
能
力
）
の
演
算
を
軽
く

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

こ
な
し
た
。
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
（
説
明
は
割
合
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

、
幻
想
郷
に
幻
想
入
り
し
た
。
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第
一
章
０
１
　
最
強
の
少
年
と
最
後
の
希
望
は
楽
園
へ
…
…
　
Ｔ
ｈ
ｅ
＿
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
＿
Ｕ
ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
（
前
書
き
）

更
新
遅
れ
て
す
い
ま
せ
ん
！

今
回
は
一
方
通
行
と
?
こ
と
チ
ル
ノ
の
バ
ト
ル
が
後
半
に
あ
り
ま
す
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

そ
れ
で
は
、
ど
う
ぞ
。
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第
一
章
０
１
　
最
強
の
少
年
と
最
後
の
希
望
は
楽
園
へ
…
…
　
Ｔ
ｈ
ｅ
＿
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
＿
Ｕ
ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ

「
―
―
―
―
お
い
お
い
、
一
体
ど
ォ
な
っ
て
ン
だ
ァ
こ
り
ゃ
ァ
？
」

　
一
方
通
行
が
驚
く
の
も
無
理
は
無
い
だ
ろ
う
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
な
ん
せ
、
路
地
に
入
り
、
雑
音
が
走
っ
た
と
思
い
き
や
、
一
瞬
の
う
ち
に
し

ノ
イ
ズ

て
彼
が
い
た
大
規
模
な
都
市
『
学
園
都
市
』
の
街
並
み
と
は
か
け
離
れ
た
村
が

が
く
え
ん

と
し

今
で
も
見
え
そ
う
な
山
の
山
中
の
中
に
い
る
の
だ
か
ら
。

「
マ
ジ
で
ど
こ
な
ン
だ
よ
此
処
は
…
…
」

　
携
帯
電
話
を
開
き
、
片
っ
端
か
ら
登
録
し
て
い
る
電
話
番
号
に
か
け
る
。

　
ま
ず
は
親
友
で
あ
る
上
条
当
麻
に
。
次
に
魔
術
方
面
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
。

オ
カ
ル
ト

次
は
同
じ
理
由
で
土
御
門
に
。

　
し
か
し
、
誰
も
電
話
に
出
な
か
っ
た
。
よ
く
見
る
と
、
画
面
に
は
“
圏
外
”

と
表
示
さ
れ
て
い
た
。

「
ま
ァ
、
こ
ン
な
山
ン
中
だ
し
な
。
通
じ
ね
ェ
の
は
当
た
り
前
か
」

　
一
方
通
行
は
携
帯
電
話
を
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
う
と
、
辺
り
を
見
渡

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

す
。

　
周
り
に
あ
る
の
は
森
、
森
、
森
、
森
、
森
ば
か
り
だ
っ
た
。

（
オ
イ
オ
イ
…
…
流
石
に
森
ば
っ
か
り
は
ね
ェ
だ
ろ
ォ
が
―
―
―
）

　
瞬
間
。
一
方
通
行
は
先
ほ
ど
ま
で
は
感
じ
な
か
っ
た
気
配
を
感
じ
た
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
一
瞬
、
人
間
だ
と
思
い
込
ん
だ
一
方
通
行
だ
が
、
人
間
と
は
ま
る
で
違
う
気

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
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配
を
感
じ
た
。

「
…
…
何
だ
ァ
こ
の
気
配
は
。
明
ら
か
に
人
間
の
気
配
じ
ゃ
ね
ェ
な
。
…
…
、

魔
術
師
と
似
て
る
ン
だ
が
な
ァ
…
…
。
出
て
き
や
が
れ
ェ
！
　
オ
マ
エ
、
ナ
ニ

モ
ン
だ
ァ
？
」

　
刹
那
、
冷
気
が
一
方
通
行
を
襲
う
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
同
時
に
一
方
通
行
は
首
の
チ
ョ
ー
カ
ー
型
電
極
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
日
常

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

生
活
を
送
る
こ
と
を
前
提
に
バ
ッ
テ
リ
ー
を
３
日
ま
で
消
費
す
る
通
常
モ
ー
ド

か
ら
能
力
使
用
を
前
提
に
バ
ッ
テ
リ
ー
を
フ
ル
稼
働
で
消
費
す
る
能
力
使
用
モ

ー
ド
に
変
更
す
る
。

　
以
前
は
通
常
モ
ー
ド
で
２
日
、
フ
ル
稼
働
で
３
０
分
だ
っ
た
が
、
現
在
は
一

ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ア

方
通
行
が
所
属
す
る
学
園
都
市
に
存
在
す
る
暗
部
組
織
『
グ
ル
ー
プ
』
と
カ
エ

ル
医
者
の
技
術
に
よ
っ
て
貯
蔵
可
能
な
バ
ッ
テ
リ
ー
が
増
加
し
た
た
め
、
能
力

使
用
モ
ー
ド
で
は
１
時
間
と
い
う
制
限
が
あ
り
な
が
ら
、
能
力
を
使
用
す
る
こ

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト

と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
、
一
方
通
行
は
冷
気
の
ベ
ク
ト
ル
を
操
作
し
て
一
方
通
行
の
肌
に
触

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

れ
た
瞬
間
、
冷
気
が
反
射
さ
れ
た
。

「
冷
気
を
発
生
さ
せ
る
能
力
か
…
…
こ
こ
に
も
学
園
都
市
の
能
力
者
が
い
ン
の

か
ァ
？
」

　
と
、
一
方
通
行
は
チ
ョ
ー
カ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
声
に
出
し
て
自
分
の

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

考
え
を
口
に
出
し
た
。

　
し
か
し
、
彼
の
考
え
は
外
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
な
ぜ
な
ら
、
現
れ
た
の
は
蒼
い
衣
服
と
リ
ボ
ン
を
つ
け
て
、
背
中
に
絵
本
に

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

出
て
き
そ
う
な
妖
精
の
翼
を
持
っ
た
妖
精
も
ど
き
が
い
た
の
だ
か
ら
。

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

「
…
…
…
…
…
…
、
な
ン
だ
ァ
、
こ
の
ク
ソ
ガ
キ
は
。
コ
ス
プ
レ
が
趣
味
な
幼

児
で
す
か
ァ
？
」
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「
そ
こ
の
ア
ン
タ
、
あ
た
い
と
勝
負
し
な
さ
い
！
」

　
瞬
間
、
一
方
通
行
は
ど
う
判
断
す
る
か
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
目
の
前
に
は
コ
ス
プ
レ
を
し
た
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
並
み
の
幼
児
体
系
の
少
女
が

い
る
。
し
か
も
、
行
き
成
り
勝
負
を
仕
掛
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
場
合
、
一
方
通
行
が
下
し
た
判
断
は
、

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

「
よ
ォ
し
、
こ
ン
な
コ
ス
プ
レ
幼
女
は
ほ
ォ
っ
て
置
い
て
、
ま
と
も
な
思
考
を

持
っ
た
ヤ
ツ
を
探
し
に
行
く
と
す
っ
か
ァ
」

　
ど
う
や
ら
ほ
お
っ
て
置
く
よ
う
だ
。

「
こ
の
あ
た
い
を
無
視
す
る
な
ん
て
い
い
度
胸
じ
ゃ
な
い
！
」

「
…
…
、
あ
ァ
も
ォ
な
ン
だ
よ
ク
ソ
ガ
キ
。
俺
は
あ
い
に
く
忙
し
ィ
ン
だ
よ
！

　
お
守
り
な
ら
別
の
誰
か
に
や
っ
て
も
ら
い
な
」

「
あ
た
い
は
氷
の
妖
精
チ
ル
ノ
。
そ
こ
の
白
髪
、
最
強
の
あ
た
い
と
勝
負
し
な

さ
い
」

「
ハ
ァ
！
？
　
ン
だ
ァ
そ
の
理
不
尽
な
我
が
侭
は
ァ
！
？
」

「
ア
ン
タ
さ
っ
き
あ
た
い
の
氷
を
弾
き
返
し
た
じ
ゃ
な
い
。
ア
ン
タ
も
強
い
っ

て
事
で
し
ょ
？
　
ア
ン
タ
を
倒
し
た
ら
あ
た
い
は
ま
た
強
く
な
れ
る
わ
」

「
く
っ
だ
ら
ね
ェ
な
。
他
ァ
当
た
れ
。
ン
じ
ゃ
ァ
な
」

　
チ
ル
ノ
と
名
乗
っ
た
妖
精
？
　
は
一
方
通
行
に
勝
負
を
挑
む
が
、
一
方
通
行

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

は
戦
い
よ
り
も
、
こ
こ
が
ど
こ
な
の
か
知
り
た
い
た
め
、
杖
を
つ
き
な
が
ら
森

を
出
て
行
こ
う
と
す
る
。

「
な
ら
無
理
矢
理
で
も
戦
わ
せ
て
あ
げ
る
！
！
」
」

　
―
―
氷
符
「
ア
イ
シ
ク
ル
フ
ォ
ー
ル
」
―
―
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瞬
間
、
突
然
出
現
し
た
氷
の
弾
幕
が
一
方
通
行
を
襲
う
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
だ
が
、
一
方
通
行
に
氷
の
弾
幕
が
突
き
刺
さ
る
よ
り
も
早
く
、
一
方
通
行
は

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

チ
ョ
ー
カ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
能
力
使
用
モ
ー
ド
に
す
る
と
、
肌
に
触
れ

た
氷
の
弾
幕
の
ベ
ク
ト
ル
を
操
作
し
て
チ
ル
ノ
に
当
た
ら
な
い
よ
う
、
氷
の
弾

幕
を
弾
き
返
す
。

（
な
ン
だ
ァ
こ
の
カ
ー
ド
は
？
　
ど
っ
か
で
見
た
こ
と
あ
ン
よ
ォ
な
気
ィ
す
ン

だ
け
ど
な
ァ
…
…
）

　
す
る
と
一
方
通
行
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
違
和
感
を
感
じ
、
ポ
ケ
ッ
ト
を
探
る
と
、

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

何
枚
も
の
カ
ー
ド
が
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
は
、
さ
っ
き
チ
ル
ノ
が
使
っ
て
い
た
「
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
」
と
言
う
も
の

だ
っ
た
。

　
使
い
方
を
さ
っ
き
の
チ
ル
ノ
を
一
目
見
て
覚
え
た
一
方
通
行
は
ス
ペ
ル
カ
ー

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ド
を
前
に
突
き
出
し
、
使
用
宣
言
を
す
る
。

　
し
か
し
、
氷
符
「
ア
イ
シ
ク
ル
フ
ォ
ー
ル
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
氷
の

弾
幕
は
さ
ら
に
数
を
増
や
し
、
一
方
通
行
に
突
っ
込
む
。
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

先
に
一
方
通
行
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
使
用
宣
言
の
ほ
う
が
早
か
っ
た
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
―
―
術
符
「
求
め
る
は
焼
原
＞
＞
＞
・
紅
蓮
」
―
―

く
れ
な
い

　
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
使
用
宣
言
と
同
時
に
一
方
通
行
の
前
方
に
魔
法
陣
が
構
築
さ

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

れ
て
い
き
、
魔
法
陣
が
構
築
を
終
了
し
た
瞬
間
、
魔
法
陣
か
ら
無
数
の
炎
弾
が

放
た
れ
、
氷
の
弾
幕
と
ぶ
つ
か
り
合
い
、
相
殺
す
る
。

「
ナ
ル
ホ
ド
な
ァ
。
使
い
方
は
覚
え
た
。
…
…
オ
イ
、
そ
こ
の
ガ
キ
。
チ
ル
ノ

と
か
言
っ
た
な
ァ
。
最
強
は
オ
レ
だ
け
で
十
分
だ
。
っ
て
ェ
か
オ
マ
エ
、
本
当

ォ
に
強
い
の
か
？
　
さ
っ
き
氷
の
弾
幕
を
俺
が
出
し
た
炎
弾
で
相
殺
し
て
た
と

き
、
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
ビ
ビ
っ
て
た
だ
ろ
ォ
が
。
テ
メ
ェ
、
そ
ン
な
ン
じ
ゃ
ァ
最

強
は
名
乗
れ
ね
ェ
ぞ
。
今
か
ら
オ
レ
が
本
当
の
最
強
っ
て
ェ
ヤ
ツ
を
見
せ
て
や

・
・
・
・
・
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ン
よ
」

「
あ
た
い
は
サ
イ
キ
ョ
ー
な
の
！
　
サ
イ
キ
ョ
ー
な
ん
だ
よ
！
　
あ
た
い
を
ば

か
に
し
た
こ
と
―
―
―
こ
ー
か
い
さ
せ
て
あ
げ
る
ん
だ
か
ら
！
！
」

「
や
っ
て
み
な
ァ
三
下
ァ
！
！
」

　
―
―
術
符
「
求
め
る
は
雷
鳴
＞
＞
＞
・
稲
光
」
―
―

い
づ
ち

　
―
―
氷
符
「
ア
イ
シ
ク
ル
マ
シ
ン
ガ
ン
」
―
―

　
一
方
通
行
が
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
使
用
宣
言
を
す
る
と
、
術
符
「
求
め
る
は
焼
原

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

＞
＞
＞
・
紅
蓮
」
と
同
じ
よ
う
な
魔
法
陣
を
構
築
す
る
と
、
中
心
か
ら
雷
の
よ

く
れ
な
い

う
な
弾
幕
が
無
数
に
出
現
し
、
チ
ル
ノ
が
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
使
用
宣
言
を
す
る
と
、

チ
ル
ノ
の
上
部
に
無
数
の
氷
柱
が
出
現
す
る
。

つ
ら
ら

　
次
の
瞬
間
、
雷
の
弾
幕
と
氷
柱
が
ぶ
つ
か
り
合
う
。
さ
き
ほ
ど
の
よ
う
に
相

殺
し
あ
っ
た
が
、
流
れ
弾
が
一
方
通
行
に
直
撃
し
よ
う
と
す
る
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

「
や
っ
た
！
　
あ
た
い
の
勝
ち
ね
！
」

　
チ
ル
ノ
は
自
分
の
勝
利
を
確
信
し
て
い
た
。
だ
が
、
１
つ
だ
け
ミ
ス
を
犯
し

て
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
一
方
通
行
の
能
力
を
知
ら
な
い
こ
と
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
流
れ
弾
が
一
方
通
行
に
直
撃
し
た
瞬
間
、
流
れ
弾
は
反
射
さ
れ
、
チ
ル
ノ
の

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

真
横
に
あ
っ
た
木
に
穴
を
開
け
る
。

「
ま
だ
ま
だ
甘
ェ
な
ァ
三
下
。
そ
ン
な
ン
で
最
強
名
乗
っ
て
ン
じ
ゃ
ね
ェ
ぞ
！
」

あ
め

　
―
―
術
符
「
我
・
契
約
文
を
捧
げ
・
天
空
を
踊
る
光
の
魔
獣
を
放
つ
」
―
―

　
瞬
間
、
光
の
文
字
が
空
間
に
刻
ま
れ
て
、
一
方
通
行
の
上
部
か
ら
不
定
形
の

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

犬
の
よ
う
な
獣
が
出
現
し
、
チ
ル
ノ
に
放
た
れ
る
。

　
―
―
冷
符
「
瞬
間
冷
凍
ビ
ー
ム
」
―
―

　
チ
ル
ノ
も
、
一
方
通
行
に
負
け
じ
と
、
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
発
動
さ
せ
、
冷
凍

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
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ビ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
が
放
た
れ
る
。

　
不
定
形
の
犬
の
よ
う
な
獣
は
真
っ
直
ぐ
冷
凍
ビ
ー
ム
に
突
っ
込
み
、
押
し
の

け
よ
う
と
す
る
が
、
氷
付
け
に
さ
れ
て
し
ま
い
、
砕
け
る
。

　
―
―
術
符
「
炎
の
女
神
が
、
我
ら
に
力
を
貸
し
‐
フ
レ
イ
ヤ
・
バ
ー
ス
ト
」

―
―

「
こ
れ
な
ら
ど
ォ
だ
ァ
！
？
」

　
空
間
が
凝
縮
さ
れ
た
よ
う
な
感
覚
が
両
者
に
襲
う
と
、
強
烈
な
炎
の
砲
撃
と

も
言
え
る
よ
う
な
業
火
が
冷
凍
ビ
ー
ム
を
押
し
て
ゆ
く
。

　
瞬
間
、
爆
発
が
起
こ
っ
た
。
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第
一
章
０
１
　
最
強
の
少
年
と
最
後
の
希
望
は
楽
園
へ
…
…
　
Ｔ
ｈ
ｅ
＿
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
＿
Ｕ
ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
（
後
書
き
）

「
主
人
公
設
定
」
に
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
の
名
称
と
効
果
を
追
記
し
ま
し
た
。
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第
一
章
０
２
　
最
強
の
少
年
と
最
後
の
希
望
は
楽
園
へ
…
…
　
Ｔ
ｈ
ｅ
＿
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
＿
Ｕ
ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
（
前
書
き
）

結
構
短
い
で
す
が
、
更
新
し
ま
し
た
！

そ
れ
で
は
、
ど
う
ぞ
！
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第
一
章
０
２
　
最
強
の
少
年
と
最
後
の
希
望
は
楽
園
へ
…
…
　
Ｔ
ｈ
ｅ
＿
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
＿
Ｕ
ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ

　
―
―
捕
縛
「
光
の
王
が
無
数
の
時
を
編
み
‐
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
サ
ー
」
―
―

　
―
―
術
符
「
求
め
る
は
光
陣
＞
＞
＞
・
縛
呪
」
―
―

ば
く
じ
ゅ

　
煙
が
充
満
す
る
中
、
一
方
通
行
は
目
の
前
で
切
ら
れ
た
印
と
魔
法
陣
か
ら
生

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ま
れ
た
光
の
縄
と
光
で
編
ま
れ
た
網
で
チ
ル
ノ
を
拘
束
す
る
。

　
拘
束
さ
れ
た
チ
ル
ノ
は
暴
れ
だ
す
が
、
身
動
き
で
き
ず
、
す
ぐ
に
暴
れ
る
の

を
や
め
て
し
ま
う
。

　
一
方
通
行
は
チ
ョ
ー
カ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
バ
ッ
テ
リ
ー
の
消
費
を
通

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

常
モ
ー
ド
に
す
る
と
、

「
あ
ァ
…
…
、
そ
の
網
と
縄
、
す
ぐ
消
え
る
ぜ
。
っ
て
ェ
ワ
ケ
で
オ
レ
は
行
く

ぜ
」

　
―
―
疾
速
「
我
・
契
約
文
を
捧
げ
・
大
地
に
眠
る
悪
意
の
精
獣
を
宿
す
」
―
―

　
瞬
間
。

　
一
方
通
行
の
全
身
が
白
く
き
ら
め
き
…
…

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
加
速
し
た
。

　
杖
と
荷
物
を
手
に
持
つ
と
、
現
在
い
る
森
か
ら
出
よ
う
と
、
も
の
凄
い
ス
ピ

ー
ド
で
森
を
駆
け
抜
け
た
。

　
ち
な
み
に
、
チ
ル
ノ
の
拘
束
が
解
か
れ
た
の
は
一
方
通
行
が
森
を
出
て
１
時

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

間
経
っ
た
あ
と
の
出
来
事
だ
っ
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
の
余
談
で
あ
る
。

　
　
　
　
◇
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森
か
ら
２
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
場
所
、
一
方
通
行
は
先
ほ
ど
ま
で
き
ら
め
い
て

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

い
た
体
を
停
止
さ
せ
て
、
携
帯
電
話
を
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
す
。

　
画
面
を
開
き
、
当
麻
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
、
土
御
門
に
電
話
を
か
け
る
が
、
や

は
り
圏
外
と
な
っ
て
い
た
。

　
携
帯
電
話
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
い
、
一
方
通
行
は
現
在
の
状
況
を
確
認
す
る
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
こ
こ
は
学
園
都
市
で
は
な
い
ど
こ
か
だ
と
い
う
こ
と
。

　
魔
術
師
に
似
た
な
に
か
が
存
在
す
る
こ
と
。

「
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
」
と
呼
称
さ
れ
る
異
能
の
チ
カ
ラ
を
開
放
す
る
カ
ー
ド
が
あ

る
と
い
う
こ
と
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
分
か
っ
て
い
る
こ
と
は
コ
レ
だ
け
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
プ
ラ
ス
で
こ
の
中
は
結
界
の
中
だ
と
分
か
っ
た
。
理
由
は
土
御
門
に

こ
ん
な
結
界
を
張
っ
て
も
ら
っ
て
体
術
の
練
習
を
し
て
た
か
ら
で
あ
る
が
。

（
っ
チ
ィ
…
…
、
情
報
が
少
な
す
ぎ
る
。
ま
ァ
、
結
果
と
し
て
分
か
る
こ
と
は

１
つ
。
コ
レ
は
絶
対
に
異
能
の
チ
カ
ラ
が
関
わ
っ
て
ン
な
）

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

　
と
、
一
方
通
行
は
ど
ん
な
異
能
も
打
ち
消
す
右
手
を
持
つ
不
幸
な
親
友
と
同

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

じ
よ
う
な
こ
と
に
巻
き
込
ま
れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
に
駆
ら
れ
な
が

ら
も
、
冷
静
に
今
分
か
る
結
果
を
挙
げ
て
み
る
。

（
し
っ
か
し
、
バ
ッ
テ
リ
ー
は
ど
ォ
や
っ
て
充
電
す
ン
だ
よ
…
…
。
こ
ン
な
学

園
都
市
の
『
外
』
で
バ
ッ
テ
リ
ー
の
確
保
は
―
―
―
そ
ォ
い
や
、
ス
ペ
ル
カ
ー

ド
に
電
撃
使
い
み
て
ェ
に
電
気
を
発
生
さ
せ
る
よ
ォ
な
の
あ
っ
た
な
ァ
）

エ
レ
ク
ト
ロ
マ
ス
タ
ー

　
自
分
の
能
力
使
用
の
た
め
に
バ
ッ
テ
リ
ー
充
電
を
し
た
い
ら
し
い
一
方
通
行
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
だ
が
、
取
り
出
し
た
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
“
術
符
「
求
め
る
は
雷
鳴
＞
＞
＞
・
稲

づ
ち

い

光
」
”
は
魔
法
陣
を
構
築
し
て
、
構
築
さ
れ
た
魔
法
陣
の
中
心
か
ら
電
撃
の
弾

幕
を
張
る
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
し
、
一
方
通
行
は
バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電
を
断

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

念
す
る
。
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ま
あ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電
は
能
力
使
用
モ
ー
ド
で
も
、
５
０
分
は
使
え
る

フ
ル
か
ど
う

た
め
、
し
な
く
て
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
今
は
こ
の
辺
り
を
空
か
ら
見
回
し
た
い
の
か
、
一
方
通
行
は
、
ス
ペ
ル
カ
ー

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ド
を
取
り
出
す
。

　
―
―
飛
翔
「
我
・
契
約
文
を
捧
げ
・
空
を
舞
う
漆
黒
の
鳥
獣
を
宿
す
」
―
―

　
瞬
間
、
一
方
通
行
が
“
疾
速
「
我
・
契
約
文
を
捧
げ
・
大
地
に
眠
る
悪
意
の

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

精
獣
を
宿
す
」
”
を
発
動
さ
せ
た
と
き
の
よ
う
に
体
が
き
ら
め
く
。
た
だ
、
黒

く
き
ら
め
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
全
く
違
う
の
だ
が
。

　
空
に
飛
翔
し
た
一
方
通
行
は
、
空
中
か
ら
ざ
っ
と
、
周
り
を
見
渡
す
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
見
え
た
の
は
人
里
、
竹
林
、
鳥
居
と
神
社
、
さ
っ
き
ま
で
い
た
森
だ
け
だ
っ

た
。

　
人
が
い
そ
う
な
と
こ
ろ
は
考
え
な
く
と
も
、
人
里
と
神
社
に
絞
ら
れ
る
だ
ろ

う
。

　
一
方
通
行
は
最
初
、
人
里
に
向
か
お
う
と
考
え
た
。
し
か
し
、
神
社
に
い
る

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

人
間
が
人
里
に
い
る
人
間
よ
り
こ
の
世
界
の
こ
と
な
ど
は
詳
し
い
だ
ろ
う
と
考

え
を
変
え
て
み
る
。
だ
が
、
ま
ず
は
人
里
で
情
報
を
集
め
て
か
ら
神
社
に
行
く

の
も
悪
く
は
な
い
。
そ
れ
に
、
ぱ
っ
と
、
空
か
ら
見
た
だ
け
で
神
社
へ
の
道
は

わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
一
方
通
行
は
人
里
に
向
か
う
こ
と
に
し
た
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
人
里
に
行
く
こ
と
を
決
め
た
一
方
通
行
は
、
地
上
に
降
り
立
ち
、
道
の
ど
真

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ん
中
に
置
い
た
荷
物
を
杖
を
持
っ
て
い
る
右
手
と
は
逆
の
左
手
に
持
つ
。

「
確
か
人
里
は
こ
こ
を
真
っ
直
ぐ
行
け
ば
イ
イ
ン
だ
よ
な
。
そ
ン
じ
ゃ
ァ
ま
ァ
、

行
く
と
し
ま
す
か
」

　
杖
を
つ
き
な
が
ら
一
方
通
行
は
人
里
を
目
指
し
、
歩
い
て
い
っ
た
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
◇
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日
が
沈
む
手
前
、
“
疾
速
「
我
・
契
約
文
を
捧
げ
・
大
地
に
眠
る
悪
意
の
精

獣
を
宿
す
”
を
使
い
な
が
ら
も
人
里
に
着
い
た
一
方
通
行
は
、

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

「
お
い
お
い
、
ド
ラ
マ
や
時
代
劇
と
か
で
よ
く
見
る
よ
ォ
な
村
の
集
ま
り
じ
ゃ

ァ
ね
ェ
か
…
…
」

　
と
、
ポ
ツ
リ
と
人
里
を
見
た
感
想
を
小
声
で
漏
ら
し
た
。

　
確
か
に
見
た
感
じ
、
一
方
通
行
が
漏
ら
し
た
と
お
り
、
ド
ラ
マ
や
時
代
劇
で

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

見
る
よ
う
な
村
の
集
ま
り
と
い
う
感
じ
で
、
彼
が
言
っ
た
こ
と
は
あ
な
が
ち
間

違
っ
て
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
合
わ
せ
て
い
る
の
か
は
知
ら
な
い
が
、
住
民
た
ち
の
服
装
は
和
服
で

あ
る
。

「
…
…
っ
て
ェ
オ
レ
は
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
っ
て
ェ
ワ
ケ
で
す

か
ァ
？
　
当
麻
み
て
ェ
に
不
幸
な
目
に
現
在
進
行
形
で
遭
っ
て
ン
と
か
言
う
ン

じ
ゃ
ね
ェ
だ
ろ
ォ
な
？
」

　
と
言
い
な
が
ら
も
、
ま
ず
は
ど
う
や
っ
て
神
社
へ
の
道
の
り
を
聞
く
か
…
…

そ
れ
よ
り
も
、
今
日
の
宿
を
確
保
す
る
か
と
い
う
問
題
を
ど
う
や
っ
て
解
決
し

よ
う
か
と
思
案
し
て
い
る
一
方
通
行
だ
っ
た
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
そ
れ
よ
り
も
ま
ず
や
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
１
つ
。

　
…
…
…
…
…
…
一
刻
も
早
く
自
分
に
向
け
ら
れ
る
注
目
を
別
の
も
の
に
注
目

さ
せ
た
い
。

　
と
っ
と
と
こ
の
視
線
を
別
の
モ
ン
に
注
目
さ
せ
て
ェ
…
…
！
　
と
内
心
思
い

な
が
ら
、
一
方
通
行
は
こ
の
状
況
を
何
と
か
し
よ
う
と
、
考
え
を
脳
内
に
張
り

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

巡
ら
せ
よ
う
と
す
る
。

　
そ
の
と
き
だ
っ
た
。

　
一
方
通
行
の
前
に
彼
と
同
じ
ア
ル
ビ
ノ
の
特
徴
で
あ
る
白
い
髪
と
紅
い
双
眸

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

そ
う
ぼ
う

を
持
っ
た
女
性
が
目
の
前
に
現
れ
た
。
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「
っ
と
ォ
…
…
ア
ン
タ
は
？
　
オ
レ
に
な
ん
か
用
で
も
あ
ン
の
か
？
」

「
い
や
、
見
な
い
顔
だ
と
思
っ
て
な
。
私
は
上
白
沢
慧
音
。
き
み
は
？
」

か
み
し
ら
さ
わ

け
い
ね

「
オ
レ
ン
名
は
一
方
通
行
だ
。
よ
ろ
し
く
な
、
上
白
沢
さ
ン
」

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

「
慧
音
で
構
わ
な
い
」

「
ン
じ
ゃ
ァ
慧
音
さ
ン
で
。
あ
ァ
…
…
そ
ォ
だ
。
な
ァ
慧
音
さ
ン
」

「
何
だ
？
」

「
悪
り
ィ
ン
だ
け
ど
さ
、
今
日
１
晩
ア
ン
タ
の
家
に
泊
ま
ら
せ
て
く
れ
ね
ェ
か

？
　
オ
レ
、
こ
の
辺
り
に
来
た
の
は
―
―
―
っ
て
ェ
か
、
こ
ン
な
バ
カ
デ
カ
い

結
界
ン
中
に
来
た
ン
は
初
め
て
な
ン
だ
よ
な
ァ
…
…
」

「
と
い
う
こ
と
は
外
来
人
か
…
…
。
わ
か
っ
た
。
一
方
通
行
、
き
み
は
こ
こ
が

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ど
ん
な
場
所
か
知
っ
て
い
る
か
い
？
」

　
行
き
成
り
の
質
問
。

　
一
方
通
行
は
慧
音
に
行
き
成
り
質
問
さ
れ
て
も
ま
っ
た
く
戸
惑
わ
な
い
で
、

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

質
問
に
答
え
よ
う
と
、
口
を
開
く
。

「
い
や
、
全
然
知
ら
ね
ェ
」

「
や
は
り
な
。
ま
あ
、
ま
ず
は
つ
い
て
来
い
。
そ
れ
か
ら
話
を
し
よ
う
」

「
そ
ォ
だ
な
。
ン
じ
ゃ
、
１
晩
だ
け
だ
け
ど
、
よ
ろ
し
く
な
慧
音
さ
ン
」

「
こ
ち
ら
こ
そ
、
一
方
通
行
」

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
慧
音
が
左
手
を
差
し
出
し
て
、
握
手
を
求
め
て
く
る
。
一
方
通
行
の
右
手
の

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

杖
を
見
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　
一
方
通
行
は
左
手
に
持
っ
て
い
る
荷
物
を
す
べ
て
置
き
、
慧
音
と
握
手
を
交

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

わ
す
。
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第
一
章
０
２
　
最
強
の
少
年
と
最
後
の
希
望
は
楽
園
へ
…
…
　
Ｔ
ｈ
ｅ
＿
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
＿
Ｕ
ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
（
後
書
き
）

「
主
人
公
設
定
」
に
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
の
名
称
と
効
果
を
追
記
し
ま
し
た
。
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第
一
章
０
３
　
最
強
の
少
年
と
最
後
の
希
望
は
楽
園
へ
…
…
　
Ｔ
ｈ
ｅ
＿
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
＿
Ｕ
ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ

　
特
徴
的
な
白
い
髪
と
肌
に
紅
い
双
眸
を
持
ち
、
首
に
つ
け
て
い
る
チ
ョ
ー
カ

ー
型
の
電
極
を
つ
け
、
黒
を
主
体
に
雷
を
模
し
た
よ
う
な
鋭
い
白
線
を
い
く
つ

も
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
、
現
代
風
な
卜
字
ト
ン
フ
ァ
ー
の
よ
う

な
杖
を
つ
い
て
い
る
少
年
、
一
方
通
行
は
先
ほ
ど
出
逢
っ
た
女
性
、
上
白
沢
慧

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

音
に
付
い
て
い
き
、
彼
女
が
住
ん
で
い
る
寺
子
屋
に
行
く
、
ら
し
い
。

　
ら
し
い
と
い
う
の
は
、
実
際
に
見
て
い
な
い
た
め
に
、
一
方
通
行
が
確
証
が

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

持
て
な
い
か
ら
だ
。

　
そ
の
寺
子
屋
に
向
か
う
合
間
、
慧
音
は
彼
に
こ
の
結
界
の
中
―
―
―
―
―
幻

そ
う
き
ょ
う

げ
ん

想
郷
の
こ
と
や
こ
の
世
界
に
住
む
妖
怪
と
呼
ば
れ
る
人
間
と
は
か
け
離
れ
た
存

在
の
こ
と
を
簡
単
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
正
直
、
彼
は
驚
い
た
。

　
一
方
通
行
は
長
年
住
ん
で
き
た
科
学
が
発
展
し
て
い
る
世
界
と
は
違
い
、
非

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ち
ょ
う
の
う
り
ょ
く

カ
ル
ト

オ

科
学
的
が
存
在
す
る
世
界
な
ん
て
見
た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
か
ら

だ
。

（
ま
ァ
で
も
、
チ
ル
ノ
だ
っ
け
か
？
　
あ
の
コ
ス
プ
レ
幼
女
。
ア
イ
ツ
も
妖
怪

…
…
っ
て
ェ
よ
り
は
、
妖
精
に
近
か
っ
た
よ
ォ
な
気
ィ
す
ン
だ
け
ど
な
ァ
…
…
。

こ
ォ
い
う
モ
ン
は
魔
術
し
か
信
じ
て
な
か
っ
た
ン
だ
が
、
信
じ
る
し
か
ね
ェ
な
）

　
と
、
考
え
る
間
に
も
慧
音
と
一
方
通
行
は
慧
音
が
経
営
し
て
い
る
寺
子
屋
に

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

着
い
た
。

　
見
た
感
じ
、
テ
レ
ビ
や
本
、
写
真
で
見
た
こ
と
あ
る
よ
う
な
木
造
建
築
の
小

学
校
の
よ
う
な
外
見
だ
。
一
方
通
行
は
最
初
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
小
屋
を
思
い
描
い

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

た
が
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
ぱ
っ
と
見
た
だ
け
で
も
分
か
る
よ
う
な
か
な
り
材
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質
の
い
い
木
材
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
へ
ェ
…
…
予
想
し
て
た
の
た
ァ
全
然
違
う
じ
ゃ
ね
ェ
か
」

「
ど
ん
な
の
を
予
想
し
て
た
ん
だ
？
」

「
ン
ま
ァ
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
小
屋
、
と
か
？
」

　
瞬
間
、
寺
子
屋
か
ら
誰
か
が
出
て
き
た
。

「
あ
、
慧
音
が
帰
っ
て
来
た
！
　
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
慧
音
を
迎
え
に
来

て
み
た
り
」

　
そ
の
声
は
一
方
通
行
が
よ
く
知
っ
て
い
る
声
だ
っ
た
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
彼
は
声
が
聞
こ
え
た
方
に
視
線
を
向
け
る
。

　
そ
こ
に
は
ア
ホ
毛
が
チ
ョ
コ
ン
、
と
立
っ
て
い
る
茶
色
い
髪
に
同
じ
色
の
双

眸
を
持
ち
、
空
色
に
水
玉
模
様
の
キ
ャ
ミ
ソ
ー
ル
の
上
か
ら
男
物
の
ワ
イ
シ
ャ

ツ
を
着
用
し
て
い
る
一
方
通
行
が
守
る
べ
き
対
象
の
１
人
の
少
女
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

「
―
―
―
―
打
ち
止
め
！
　
ど
ォ
し
て
オ
マ
エ
が
幻
想
郷
に
居
る
ン
だ
ァ
！
？
」

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

こ
ン
な
ト
コ
ロ

「
あ
ー
っ
！
　
一
方
通
行
だ
！
　
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
数
時
間
ぶ
り
に
逢

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

っ
た
あ
な
た
に
抱
き
つ
い
て
み
る
」

　
打
ち
止
め
。

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

　
そ
れ
が
今
、
一
方
通
行
に
飛
び
つ
い
て
き
た
少
女
の
名
前
だ
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
被
害
者
で
あ
る
一
方
通
行
は
、
打
ち
止
め
が
飛
び
つ
い
て
き
た
衝
撃
で
バ
ラ

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

ン
ス
を
崩
し
、
地
面
に
倒
れ
る
。

「
オ
マ
…
…
ッ
！
　
何
で
こ
こ
に
い
ン
だ
よ
！
？
　
病
院
で
ミ
サ
カ
１
０
０
３

２
号
の
軍
用
ゴ
ー
グ
ル
奪
っ
て
あ
ン
な
に
ハ
シ
ャ
い
で
た
だ
ろ
ォ
が
！
！
」

と

「
そ
れ
が
ミ
サ
カ
に
も
分
か
ら
な
い
の
、
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
本
当
の
こ

と
を
あ
な
た
に
言
っ
て
み
た
り
。
あ
の
後
、
１
０
０
３
２
号
に
ゴ
ー
グ
ル
返
し
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て
、
病
院
を
歩
き
回
っ
て
た
ら
雑
音
が
走
っ
て
、
そ
し
た
ら
い
つ
の
間
に
か
幻

ノ
イ
ズ

想
郷
に
来
て
て
、
慧
音
に
助
け
て
も
ら
っ
た
の
、
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
こ

こ
に
来
た
経
緯
を
あ
な
た
に
説
明
し
て
み
る
」

「
ナ
ル
ホ
ド
な
ァ
…
…
。
悪
り
ィ
な
慧
音
さ
ン
。
こ
の
ク
ソ
ガ
キ
を
助
け
て
く

れ
て
」

「
い
や
。
そ
れ
く
ら
い
ど
う
っ
て
事
は
な
い
さ
。
そ
れ
よ
り
、
早
く
あ
が
っ
て

く
れ
。
夕
食
の
支
度
を
す
る
」

「
何
か
ら
ナ
ニ
ま
で
、
本
当
ォ
に
悪
り
ィ
な
」

「
あ
り
が
と
う
！
　
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
感
謝
の
お
礼
を
述
べ
て
み
た
り
」

　
一
方
通
行
は
打
ち
止
め
に
「
退
い
て
く
れ
」
と
言
う
と
、
立
ち
上
が
り
、
打

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

ス
ト
オ
ー
ダ
ー

ラ

ち
止
め
を
つ
れ
て
寺
子
屋
に
入
る
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
寺
子
屋
の
中
は
一
言
で
言
う
と
随
分
昔
の
時
代
に
あ
っ
た
学
校
だ
。

　
一
方
通
行
は
大
方
予
想
で
き
て
い
た
た
め
、
驚
か
な
い
が
、
隣
に
居
る
打
ち

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

オ
ー
ダ
ー

ラ
ス
ト

止
め
は
初
め
て
み
る
寺
子
屋
に
興
味
津
々
の
よ
う
だ
。

し
ん
し
ん

「
お
ー
！
　
こ
こ
が
寺
子
屋
っ
て
い
う
場
所
な
の
か
、
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ

は
感
心
し
て
み
る
」

「
っ
て
ェ
…
…
…
オ
マ
エ
、
寺
子
屋
見
た
こ
と
ね
ェ
ン
か
よ
。
っ
つ
ー
か
こ
こ

見
て
ね
ェ
ン
か
よ
？
」

「
見
て
な
い
よ
、
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
断
言
し
て
み
た
り
。
だ
っ
て
ミ
サ

カ
、
ず
っ
と
玄
関
で
慧
音
の
こ
と
待
っ
て
た
も
ん
、
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は

言
っ
て
み
た
り
」

「
…
…
あ
っ
そ
ォ
か
よ
」

　
な
ん
と
も
意
外
な
発
言
を
隣
に
居
る
活
発
な
少
女
の
口
か
ら
聞
い
た
一
方
通

ー
タ

ア
ク
セ
ラ
レ

行
は
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
ず
に
、
杖
を
つ
き
な
が
ら
歩
く
。
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そ
の
間
に
も
一
方
通
行
は
自
分
の
能
力
以
外
の
力
を
手
に
入
れ
て
、
そ
の
力

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

の
分
析
を
し
て
い
る
。

（
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
ね
ェ
…
…
使
っ
て
み
て
、
使
用
宣
言
し
ね
ェ
と
使
え
な
い
代し

ろ

物
ら
し
ィ
な
。
コ
イ
ツ
を
使
っ
て
て
も
ベ
ク
ト
ル
変
換
は
で
き
る
し
、
ま
ァ
そ

も
のこ

ら
は
問
題
に
し
な
く
て
も
イ
イ
だ
ろ
）

　
と
、
一
旦
考
え
を
中
断
さ
せ
る
。

　
寺
子
屋
を
抜
け
、
和
風
の
部
屋
が
見
え
た
。
見
た
感
じ
、
慧
音
が
住
ん
で
い

る
場
所
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
◇

　
そ
の
後
、
慧
音
が
食
事
の
支
度
を
し
に
、
台
所
へ
向
か
っ
た
。
打
ち
止
め
も

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

簡
単
な
手
伝
い
を
し
よ
う
と
、
慧
音
に
つ
い
て
行
っ
た
。

　
そ
の
間
一
方
通
行
は
首
も
と
の
チ
ョ
ー
カ
ー
型
電
極
の
バ
ッ
テ
リ
ー
の
確
保

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

を
す
る
か
考
え
て
い
た
。

　
バ
ッ
テ
リ
ー
の
残
量
は
あ
と
二
日
は
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
時

間
が
経
て
ば
バ
ッ
テ
リ
ー
の
残
量
は
な
く
な
る
。

　
今
の
と
こ
ろ
ど
う
や
っ
て
バ
ッ
テ
リ
ー
の
確
保
を
す
る
か
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。
と
い
う
よ
り
、
手
段
が
な
い
。

「
…
…
バ
ッ
テ
リ
ー
の
複
製
で
も
し
て
も
ら
お
ォ
か
？
　
丁
度
設
計
図
は
持
っ

て
た
し
な
。
そ
ォ
い
や
、
『
冥
土
返
し
』
に
設
計
図
返
す
の
忘
れ
て
た
な
。
ン

ヘ
ヴ
ン
キ
ャ
ン
セ
ラ
ー

こ
い
つ

じ
ゃ
、
学
園
都
市
に
戻
っ
た
ら
渡
す
か
」

　
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
た
チ
ョ
ー
カ
ー
型
電
極
と
バ
ッ
テ
リ
ー
の
設
計
図

の
記
録
が
入
っ
て
い
る
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
を
軽
く
放
り
投
げ
な
が
ら
一
方
通
行
は

デ
ー
タ

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

呟
く
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
幻
想
郷
に
学
園
都
市
並
み
の
技
術
力
を
持
っ
た
ヤ
ツ
な
ン
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か
居
ン
の
か
？
　
と
疑
問
に
も
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
慧
音
に
聞
く
こ
と
に
し

た
よ
う
だ
が
。

　
ま
ァ
、
ど
ォ
せ
い
ね
ェ
だ
ろ
、
と
一
方
通
行
は
思
う
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
白
銀
に
塗
ら
れ
た
拳
銃
、
ベ
レ
ッ
タ
Ｍ
９
２
を
取
り
出
し
、
弾
倉
に
入
っ
て

ホ
ワ
イ
ト
シ
ル
バ
ー

マ
ガ
ジ
ン

い
る
銃
弾
の
数
を
確
認
す
る
。

　
四
発
。

　
持
っ
て
来
た
予
備
の
マ
ガ
ジ
ン
に
入
っ
て
い
る
弾
丸
も
含
め
、
三
十
四
発
。

　
自
分
と
ク
ソ
ガ
キ
を
守
る
の
に
使
え
る
。
も
し
自
分
を
守
れ
な
く
て
も
拳
銃

コ
レ

は
ク
ソ
ガ
キ
を
守
る
た
め
に
使
え
る
。

　
だ
が
、
自
分
を
守
る
の
に
は
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
使
え
ば
い
い
。

　
幻
想
郷
に
来
て
、
手
に
入
れ
た
力
を
使
え
ば
い
い
。

こ
の
せ
か
い

　
一
度
使
っ
て
み
て
、
殺
傷
力
は
無
い
に
等
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
だ
か
ら
誰
も
殺
さ
な
く
て
済
む
。

「
は
ン
。
随
分
丸
く
な
っ
ち
ま
っ
て
ン
じ
ゃ
ね
ェ
か
よ
オ
レ
。
一
万
人
も
殺
し

た
オ
レ
が
言
う
こ
と
か
よ
…
…
」

　
ポ
ツ
リ
、
と
呟
く
。

つ
ぶ
や

　
昔
の
彼
な
ら
笑
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
と
、
そ
こ
で
考
え
を
遮
断
す
る
。

　
隣
に
、
守
る
べ
き
少
女
が
突
然
現
れ
た
か
ら
だ
。

　
大
方
、
食
事
の
支
度
が
で
き
た
、
と
で
も
言
い
に
来
た
の
だ
ろ
う
。

「
食
事
の
支
度
が
で
き
た
よ
、
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
あ
な
た
に
報
告
し
て

み
る
」

「
あ
い
よ
。
そ
ン
じ
ゃ
行
き
ま
す
か
ァ
」

　
杖
を
握
り
そ
の
場
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
少
年
は
、
微
風
に
髪
を
撫
で
ら
れ
な

そ
よ
か
ぜ

が
ら
そ
の
場
を
後
に
し
た
。
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◇

　
食
事
は
予
想
通
り
和
食
だ
っ
た
。

　
玄
米
に
味
噌
汁
、
焼
き
魚
な
ど
、
ご
く
普
通
の
和
食
が
卓
袱
台
の
上
に
三
人

ち
ゃ
ぶ
だ
い

分
置
か
れ
て
い
た
。

　
そ
の
手
前
に
は
箸
が
置
か
れ
て
あ
っ
た
。

「
予
想
通
り
和
食
で
す
か
。
ま
ァ
、
見
た
感
じ
そ
ォ
な
ン
だ
け
ど
な
」

「
あ
の
ね
、
ミ
サ
カ
は
焼
き
魚
を
作
っ
た
ん
だ
！
　
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は

初
め
て
料
理
を
し
た
感
想
を
言
っ
て
み
た
り
」

「
ふ
ー
ン
」

「
何
か
言
っ
て
く
れ
な
い
と
ミ
サ
か
は
つ
ま
ん
な
い
！
　
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ

カ
は
と
っ
て
も
寂
し
い
思
い
を
し
て
み
た
り
！
　
褒
め
て
褒
め
て
ー
っ
！
　
っ

て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
駄
々
を
こ
ね
て
み
る
！
」

　
そ
う
言
っ
て
打
ち
止
め
は
、
一
方
通
行
の
脚
に
し
が
み
つ
く
。

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
一
方
通
行
は
打
ち
止
め
が
し
が
み
つ
い
て
い
る
脚
を
ブ
ン
ブ
ン
、
と
振
る
っ

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

て
、

「
う
る
っ
せ
ェ
ぞ
ク
ソ
ガ
キ
ィ
！
　
ち
っ
た
ァ
黙
っ
て
ろ
！
！
」

「
こ
ら
こ
ら
一
方
通
行
、
子
ど
も
は
い
じ
め
る
も
の
じ
ゃ
な
い
ぞ
」

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

　
二
人
の
会
話
に
慧
音
が
介
入
し
て
く
る
。

　
教
師
っ
て
ェ
な
ァ
、
こ
ン
な
些
細
な
ケ
ン
カ
に
も
介
入
す
ン
だ
な
、
と
一
方

ラ
レ
ー
タ

ア
ク
セ

通
行
は
思
っ
た
。
職
業
柄
、
こ
う
い
う
の
は
止
め
る
も
の
か
、
と
す
ぐ
に
考
え

を
纏
め
て
し
ま
っ
た
が
。

「
…
…
離
れ
ろ
、
打
ち
止
め
」

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

「
や
だ
ー
っ
！
　
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
拒
絶
し
て
み
る
！
」

「
ど
ォ
し
て
だ
ァ
？
　
そ
ン
な
ら
メ
シ
食
え
ね
ェ
だ
ろ
ォ
が
よ
ォ
」

「
そ
っ
か
、
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
あ
な
た
の
言
葉
に
納
得
し
て
み
た
り
」
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一
方
通
行
の
脚
か
ら
離
れ
た
打
ち
止
め
は
残
念
な
表
情
を
し
な
が
ら
、
自
分

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

に
用
意
さ
れ
た
食
器
が
並
べ
ら
れ
た
卓
袱
台
に
座
る
。

　
よ
う
や
く
少
女
か
ら
離
れ
て
も
ら
い
、
自
由
に
身
動
き
が
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
一
方
通
行
も
杖
を
上
手
に
使
い
、
卓
袱
台
の
前
に
座
る
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

じ
ょ
う
ず

「
い
っ
た
だ
っ
き
ま
ー
す
！
　
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
手
を
合
わ
せ
て
み
た

り
」

「
い
た
だ
き
ま
す
」

「
…
…
い
た
だ
き
ま
ァ
す
」

　
機
嫌
が
悪
か
っ
た
先
ほ
ど
と
は
違
い
、
元
気
に
な
っ
た
打
ち
止
め
、
夕
食
を

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

用
意
し
た
慧
音
、
い
ろ
い
ろ
と
疲
れ
て
し
ま
っ
た
一
方
通
行
が
あ
い
さ
つ
を
す

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

る
。

　
一
方
通
行
は
打
ち
止
め
が
作
っ
た
と
言
っ
て
い
た
焼
き
魚
を
パ
ク
リ
、
と
少

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

し
食
べ
て
み
る
。

　
焼
き
加
減
、
味
付
け
な
ど
も
丁
度
い
い
味
付
け
で
一
方
通
行
は
、

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

「
美
味
ェ
な
」

　
と
、
評
し
た
。

「
以
外
に
や
ン
じ
ゃ
ね
ェ
か
よ
、
オ
マ
エ
。
見
直
し
た
ぜ
打
ち
止
め
」

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

「
確
か
に
美
味
い
な
。
焼
き
加
減
や
味
付
け
も
丁
度
い
い
」

「
あ
り
が
と
う
！
　
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
褒
め
て
も
ら
っ
て
調
子
に
乗
っ

て
み
た
り
！
！
」

　
二
人
に
褒
め
て
も
ら
っ
て
打
ち
止
め
は
調
子
に
乗
っ
て
上
機
嫌
に
な
っ
て
い

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

る
。

　
そ
ん
な
中
、
一
方
通
行
は
気
に
な
る
こ
と
が
、
ふ
と
思
い
つ
い
た
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
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打
ち
止
め
に
聞
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
重
要
な
こ
と
だ
。

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

　
幻
想
郷
で
自
衛
す
る
に
は
。

い
ま
い
る
せ
か
い

「
な
ァ
打
ち
止
め
…
…
」

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

「
な
に
？
　
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
首
を
傾
げ
て
み
た
り
」

か
し

「
オ
マ
エ
、
今
能
力
―
―
―
欠
陥
電
気
、
使
え
る
か
？
」

レ
デ
ィ
オ
ノ
イ
ズ

　
彼
女
が
今
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
能
力
、
欠
陥
電
気
を
使
え
る
か
？

レ
デ
ィ
オ
ノ
イ
ズ

　
一
方
通
行
は
そ
う
聞
い
た
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
あ
な
た
に
言
い
な
が
ら
計
算

を
し
て
み
た
り
」

　
計
算
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
超
能
力
を
使
う
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
学
園
都
市
の
超
能
力
者
は
計
算
を
し
て
超
能
力
を
駆
使
す
る
。

　
た
と
え
ば
、
知
り
合
い
の
移
動
系
の
『
空
間
移
動
』
保
持
者
の
空
間
移
動
者
、

テ
レ
ポ
ー
ト

テ
レ
ポ
ー
タ
ー

白
井
黒
子
や
同
じ
組
織
『
グ
ル
ー
プ
』
に
所
属
し
て
い
る
『
座
標
移
動
』
保
持

し
ら

い
く
ろ

こ

ム
ー
ブ
ポ
イ
ン
ト

者
の
座
標
移
動
者
、
結
標
淡
希
は
十
一
次
元
の
計
算
を
す
る
。

ム
ー
ブ
ポ
イ
ン
タ
ー

む
す
じ
め
あ
わ

き

　
一
方
通
行
は
ベ
ク
ト
ル
変
換
の
た
め
の
複
雑
な
計
算
を
し
て
ベ
ク
ト
ル
を
変

じ
ぶ
ん

換
す
る
。

　
全
て
は
計
算
。

　
計
算
に
よ
っ
て
超
能
力
は
発
動
す
る
の
だ
。

　
す
る
と
、
計
算
が
終
わ
っ
た
打
ち
止
め
か
ら
微
弱
な
電
気
が
発
生
す
る
。

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

　
強
能
力
の
欠
陥
電
気
が
発
動
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

レ
ベ
ル
ス
リ
ー

レ
デ
ィ
オ
ノ
イ
ズ

　
打
ち
止
め
が
欠
陥
電
気
を
発
動
し
た
と
こ
ろ
を
見
た
慧
音
は
、

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

レ
デ
ィ
オ
ノ
イ
ズ

「
能
力
持
ち
だ
っ
た
の
か
、
打
ち
止
め
」

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

「
能
力
持
ち
？
　
幻
想
郷
で
の
超
能
力
者
の
呼
称
か
。
…
…
な
ァ
慧
音
さ
ン
。

ア
ン
タ
も
能
力
持
ち
み
て
ェ
な
ン
だ
が
？
」

「
そ
う
だ
。
私
の
能
力
は
“
歴
史
を
隠
す
程
度
の
能
力
”
だ
」
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（
…
…
程
度
？
　
ン
だ
ァ
そ
り
ゃ
ァ
）

　
程
度
、
と
い
う
言
葉
に
引
っ
か
か
っ
た
も
の
の
、
一
方
通
行
は
自
分
の
能
力

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

に
つ
い
て
話
し
始
め
る
。

「
オ
レ
も
能
力
持
ち
だ
。
能
力
名
は
『
一
方
通
行
』
、
自
分
の
肌
―
―
と
言
う

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

よ
り
、
肌
を
覆
う
膜
―
―
に
触
れ
た
モ
ノ
を
反
射
す
る
ン
だ
。
こ
っ
ち
の
表
記

で
言
う
な
ら
“
必
要
な
モ
ノ
以
外
の
体
表
面
に
触
れ
た
モ
ノ
を
反
射
す
る
程
度

の
能
力
”
っ
て
ェ
ト
コ
だ
な
。
ま
、
コ
イ
ツ
ァ
デ
フ
ォ
ル
ト
な
ン
だ
け
ど
な
」

「
ミ
サ
カ
の
能
力
は
ね
、
『
欠
陥
電
気
』
っ
て
言
っ
て
、
電
気
を
操
っ
た
り
発

レ
デ
ィ
オ
ノ
イ
ズ

し
た
り
す
る
能
力
な
ん
だ
、
っ
て
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
は
慧
音
に
説
明
し
て
み
た

り
」

「
簡
単
に
言
え
ば
“
電
気
を
発
し
た
り
操
っ
た
り
で
き
る
程
度
の
能
力
”
だ
な
。

コ
レ
で
説
明
は
終
わ
り
だ
ぜ
」

　
慧
音
は
食
事
を
勧
め
な
が
ら
も
一
方
通
行
や
打
ち
止
め
の
能
力
に
つ
い
て
さ

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

ま
ざ
ま
な
質
問
を
し
て
、
二
人
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
慧
音
の
質
問
に
詳
し
く

答
え
て
い
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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